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編井県笹生川ダム地点地質調査報告（太田良李・松井和典）

大鳥川荒沢ダム，

　ダム計画地点の地質は，硬質で稽々節理の見られる安

山岩である。この地点はダ1ムサィトに適すると考えるが，

上田沢附近ではこの種の安山岩が第三紀暦の上に乗り，

’ダム計画地点近くまで第三紀暦が露出しているので，ダ

ム計画地点において，河床下，安山岩の岩盤がどれだけ

の厚さを有するかを調査した方が安全宅ある。

　大鳥川の河床に，かなり遠方かう蓮ぱれた片状粗粒花

闇岩の転石が存在する4とから考えて，ある程度堆砂に

関し留意した方がよいかも知れなt細

　燧　道
　燧道（水路）の予定経路は花闘岩質岩石の部分が多い

が，萱生峯，大耶，上田沢附近は花崩岩質岩石，安山岩，

集塊岩，凝友質頁岩乃至砂岩等の境界附近であり，岩質

が軟弱である点注意を要する。その他，大李部落の東北

東約1km附近に鉱山があるので鉱区の問題に注意を要き

する。

　　　　　4．結　　　論
1．八久和川ダム第1候補地および第2候補地点の地

質は重力ダム設定に対しては好適と考える。ダム第3候

補地点ほ有望であるが，さらに，爆破作業を併用した表

部の精査を要する。

　2．大鳥川荒沢ダム計画地点については，河床下の安

山岩の厚さを調査した方が安全である。

　　　　　　　　　（昭和26・年9月調査）
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firm・enough　to　const斑ct　a　dafn　of88m　in

height　accor（iing　to　the　original　plan．　But

thege・1・gicalstructure・ftheadjacentarea’

is　much　complicat♀d　and　ma耳y　big　faults

are　found．Therefore　the　positions　oftower，

canal　tunne1，electric　power　house，etc．are

　　うrequired　to　be　change（i．

　　　　　　1．緒　　　言
昭和26年9月から10月にかげて実働延15日聞，筆者等

は題目の地質調査に從事したが，その概要を報告する。

本調査に当り援助を賜つた公釜事業委員会事務局，お

よび同北睦支局，北陸電力株式会批，繭井県庁およぴ西

谷村役場の各位に対し謝意を表す為。また本地方の地質

について御教示を仰いだ千葉大学前田酉郎氏に対し感謝

する。

r輪地質部

　　　　　2．位置および交通

　本堰堤予定地は編井県大野郡西谷村本戸地内にある・

北堕本線福井駅より京編電鉄にて大野三番駅に至り，そ　・

’
れ

よ
．
り西谷村中島部落までは毎目，同村秋生部落までは

週2回定期バスがあり道路は極めて良い。またさらに奥・

地まで木炭および木材搬出用トラック道路が続いてき、

る。自動車道路に澹つては岩石露出欺況は良いが，そり

’他は草木が繁茂しr相当不良である。なお本地方は冬期

積雪量が頗る多く時匠は数mに達するが，河川は凍結す

ることがない。11月より翌年4月までは各部落はほとん

ど交通が杜絶し，地形の峻瞼なるφと相倹gて雪崩を生

。じやすい。

　　　　　　3．地　　　形
　本地方は準季原の開析された早壮年期地形を呈して布

り，山稜の高所は海抜r1，000r1，200m，比高600～800

mで，ほぼ一定の高さを有しまた往々山頂に李坦部参残

つている。河川の侵蝕作用は進み山稜は鋭く尖つていて

急峻な崖をなして川に臨んもおり，V字状谷が深く刻ま

れている。本地方を流れる水系は笹生川事よびその支流

であるが，中島において雲川を併尽眞名川となり』さらに

下つて九頭龍川に合流する。地質図に示すよう．に本地域

では河川の流路が断層1線に影響されるごとが多く，また

断暦が串嶺を横断する場合導峠や沢を造る。本地域は山

が高くかつ急峻であるが，山崩れおよび地知り等を起し’

ている個所はほとんどみられず，かつ洪水時においても
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縞井県笹生川ダム地点地質調査報告（太田良準・松井和典）

笹生川は黄濁することが少ないとい5。これに反し雲川

は黄濁が著しいとのことである。

　　　　　　4．地　　　質
本地域は次の諸岩石より成る。

　古生界，中生界，第四系および岩脈。

本地域は構造地質学上，また地史学および暦序学上頗

る興昧ある問題の多い場所であつて，上秋生部落の東方

約6．5kmの上穴馬村上伊勢部落附近にはゴトランド系

が分布しており，また古生界が中生界の上に押上げた衝

上断暦をはじめ多くの大断暦が走つていて，数多の地塊

に分断され錯難している。ごの地域のみの地質調査によ

つて，これらの地塊の相互関係を論じ，厨序を組立てる

ことは全然不可能であるから，ここでは軍に調査目的に

対し必要な事項に止めて記載する。

a．古生’界（秩父系）

古生界は本戸附近と中島附近の2’ヵ所に分布している

炉，本戸附近のものは見掛上下位より礫岩，砂岩・頁岩

互暦，および輝線凝次岩の順で重なり，後2者中および

その境界に石友岩がほぼレンズ献に挾まれていて，かつ

との地暦は秋生断厨によつて爾断されている。中島附近

に分布するものは粘板岩中に石次岩が茨まれている。爾

地塊の連続関係は不明である。

　（イ）礫岩。礫は拳大乃至小豆大で，よく水磨され

薯しく円味を帯びたものや，角礫に近いもの，その中

　聞のも璽など種々あり，また分級も悪く大小不定に含

　まれている6礫は硬砂岩，チャートおよび粘板岩等を

主とし1膠結物は赤褐色乃至闇青色の難色を示す。．本

岩は堅硬であるが風化作用を受けると礫は容易に脱落

　する。暦理は稀にしかみられないが，節理はよく発達

　しており，・また垂直的にあるいは準面的に相め変化が

　みられ，しぼしば砂岩，頁岩および角礫岩等に移化す

　るが，色に時徴があつて前記の雑色を示している。

　（・）．砂岩・頁岩互層。本岩は厚さ概ね1～数mの

　互暦をなしているが，砂岩は駒青色・細粒緻密で堅硬ト

　である。頁岩は黒色緻密で硬く剥理が著しいが，風化

　すると淡線色を幣び，輝緑凝友岩と誤りやすい。

　（ハ）粘板岩。黒色堅緻で節理および剥理が発達し

砕くと角板状に割れやすい6

　（ニヲ輝線凝友岩。友線色～褐線色を呈し塊状で暦

理は著しくない。本岩中に角礫等は認められず緻密質

　で相当硬く，断暦の附近では蛇紋岩化作用を受け脂感

　ある黒線色を呈する。

　（ホ）石友岩。本岩は輝線凝次岩中に，または砂

岩・頁岩互暦中に，あるいは爾者の中聞にほぼレンズ

状に存在する。友色～次駒色を呈し塊賦であるが，細

縞賦を呈するものもある。一般に結晶質になつていて

化石を産しないが，小沢部落西西北方約2kmの最下

部の石友岩中より海百合6化石を産し，中島部落西方

約電1kmの道路際において石荻岩中よ・リフェネステラ

　および海●百合の化石を産する。

b．中生界（手取統）　　　　1

　中生界は中島附近と小沢附近の2ヵ所で見出される。

中島附近のものは黒色頁岩，礫岩および礫質砂岩等より

成るが，衝上断層によつて古生界がこの上に押上げられ

ていたので圧力を受け，大小各種の断暦が発達し多くの

地塊に断たれている。しかし化石および岩相によつてそ

れらの地質時代は決定または推定されている・小沢附近

に分布するものは黒色頁岩，砂岩，砂岩・頁岩互暦，お

よぴ礫岩より成り，最後者のみ岩相によつて地質時代が

推定されるが他は不明である。

　（イ）礫岩。中島部落附近ば分布する礫岩は，その

礫が通常拳大～親指大であつ宅稀た酒樽大～人頭大に

　および，いずれも非常に良く水磨されて円味を帯ぴて

いる。またその岩種は花闘岩および花闘閃線岩が特徴

　的に多く，その他チャート，黒色頁岩および硬砂岩等

　である。本岩は礫が膠結物よりも遙かに多量であるが

比較的容易に脱落する。暦理は認められない。本岩は

　その岩相から手取統中部の石徹白暦群の基底たる山原，

・暦に属し，黒色頁岩の上に不整合に乗つているものと

考えられているが，本地域内でその事実を確認するこ

　とカ｛でき’ない。

　小沢部落南方に見出される礫岩は，よく水磨された

拳大～小豆大（稀に人頭大）の礫より成り，・礫はチャ、

　一トが時徴的に多く礫質砂岩および砂岩がこれに次い

　でいるが，秋生部落南方に分布する中生暦の砂岩をも

含んでL，・る。本岩には暦理が認められず，礫は膜落し

やすい・本岩中に整然たる暦理を示す友青色細粒砂岩

暦を含むことがあるが，これは凝結度が弱く時代的に

若いものと考えられ，’また本礫岩は砂岩暦およぴ砂岩・

　頁岩互層の上に不整合にのつている。その岩相から手

、取統上部の別山層群の下部と考えられ，中島附近に分

　布するものとは暦序学的に全く異るものである。

　（・）礫質砂岩。通常径手～3mmの粗粒岩で往々
一その中に蚕豆大以下の礫を有ずる。．本岩を構成する鉱

物はアルカリ長石および石英等花闘岩源のものが多

　く，黒色頁岩を含むことがある。本岩は一見花嵐岩に

類似し新鮮なものは友青色であるが風化する．と赤昧を

　帯びるg堅硬であつて暦理はみられない・本岩の地質

時代は不明であるが岩相により石徹白暦群の最上部と

考えられる。、

　（ハ）砂岩。次青～茨黄色中粒，かつアーコーズ質

であつて，通常黒色頁岩の米粒大～小豆大の角礫を含

11一（351）
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地質調査所月報（第3巻第8号）

む。塊歌で暦理はみられず節理がよく発達していて砕　　　堰場附近の岩右は爾岸とも秩父古生暦り輝緑凝茨嵩の

　．くと多角賦に割れやすい。この砂岩層の地質時代につ　　厚暦より成ρて▽るが，本岩は次線色ド塊欺堅緯で暦理

　いては不明である。，一　、、　』．，　　　　　’　はほとんど認められないσ走向および傾斜Fは著しい変

　（晶）黒色頁岩。黒色で暦理は著しくなく塊朕で節　　化がなく，地暦が擾乱されていないので堰堤基礎として

　理がよく発蓮し七いる。梢々珪質で硬く，小片に砕け　　は堅固である。しかしやや節理が発達して濁り・また県

やす、・．撒緻密嫉青色細粒鵬鮫え，．歎瞳・．灘そつて数礪で小糖髄ら泌カヌ泣れら醜工

れと互附ること醐観、鵜舗附近紛耐る黒鷹影獣ない・稽磁紋岩化作用綬けている個所も

　色頁岩中からはペアスフィンクテスを2ヵ所菅で産　　あるが小規模であつて7これも影響はないと思われる・ロ

　出し，明らかに手坂統下部の九頭龍層群貝皿暦に属す　　なおとの中心線より約100m下方に厚さ約40m内外の

る．ま燐岩騨ネ効ラミテス罐する。’　石友岩臨よびさらにその下方に鵬頁岩の胴力櫛
　下秋生部落の直ぐ南側にある黒色頁岩は砂岩暦の下部　＼しているが，それらの地暦は整然としていて輝緑凝友岩

に見出され，岩相は中島部落附近に分布するものとよく　　の走向・傾斜とはほとんど異なうない。、また堰堤に向ヤ

似ているが暦理がよくみられる。爾者参同暦位のものか　　約60～80度の勾配で傾斜していて，石荻岩層の走向の北

否かは不明である。　　　　　　　　．．　　　、。　　方への薙長は堰堤取付予定部を外れる。

軌第四案一、　　、f　　　一．、繭岸蹴河灘そつて岩石がほとんど連続して露出
　河川流域に小規模の李坦地または河床をなして僅かに　　していうの矯，河床は浅く1～3m程度に過ぎなどと推

見出されるの庚，礫，砂絃び泥土よ賊る㌧一慮さ挿が・ほとんど礫のみ灘積しているので・工事

　．嬉、岩　　脈　　　、　、　　　　　　　．　　　　　　用の砂はこの附近では得られず眞名川方面で求めねばな

　本地方には岩脈が第四系を除く各地暦を貫いて，、所々　　らぬが，・しかし道路面の発達は良好であるので蓮搬には・

1で見出されるが，その幅は1～151hが普通である。淡線　　困難ではない。，

色・堅緻な無斑晶岩が最も多く稀に紛岩質のものもある？　、b・湛水区域

　　　　　　5．応用地質　　　　 湛水区域内には小沢断層および秋生断暦の二大断暦お

　a．堰堤予定地　’　　　i　　　　・　　　，よびそれらの副断暦が多く走つている。特に小沢断暦は

　笹生川右岸においては県道にそつて長ざ約250mの聞　　大きく5万分の1地形図によく現われているように・秋

に岩石がほとんど引続いてよく露出しているので，その　　生部落をほぼ東西方向に約7km　Q長さのほとんど直線

朕況硫分噸尉るヒとが聴るP款中心線附近で賦の囎谷を形成しており・その西方へ艇長は灘よ
は河床より高さ約90m，の所まで岩石が幅広く，ほとん　　び峠を形成して小沢部落煙入り・さらに酉へ延ぴている

・ど蓮続して突出している。県道から幅約22mの笹生川　　炉・矢張りよく地形に現われている・小沢断暦の露頭を

を隔てて対岸を見ると一つめ尾根が河岸まで突出してい　　目撃し5る個所はないが・城形に現われていること・

て，その左右に約100與を隔てて河流にほぼ直角に深い　　中・古生界が直接接することおよび多くの副断麿を伴つ

谷が励，め尾根は聡鐸堤肋し昏る・そ9クまていること等から考えて湘当大きいも礎断騨の幅

ぼ中黙中心線灘るのである汎中心線上で魎岸砂なくと磁＋mは麺ものと思われる・始小沢
乏も約40ん郷度の勾配で河に臨んでいる。左岸の山はほ　　橋南方約450mの道路際でみられる副断暦でさえ約2m

とんど全山が雑木林で被われているので，対岸がらは露　　の幅の破砕苗を有する。小沢断暦の直ぐ南側の砂岩は岩

岩はほとんどみえないが，、難木林の中を踏査すると所々　　体が角張つた小勇片に崩れやすくなつてお6・緑泥石化

に露岩が現われており，特にやや下手の小沢（中心掠よ　　作用を受け暗線色を帯びでいる。本断暦北側に接する輝

り約35m下流）にそつては河岸から約5mの高さからー線凝友岩は広い範囲に揉めていて脆くなつており・蛇紋

少なくと轍45mの高さまでほとんど引続いて岩石が．岩化作用藷しく脂感ある黒艶を呈してい為・こ櫨』

露出している。なお念のため11カ所で試掘したが，第2　工事施行上留意すべき事項である。

図に示したように最深1mの個所が1ヵ所あつたのみ　　　秋生断暦り露頭は堰堤予定地点より約650m下流の道P

で，通常は10～70cm矯表土は極めて薄“とどが到明し　　路際で見られるが乳断暦はほとんど垂直で幅約十数m

売。要するド爾岸とも表土は極めて薄いから剥土作業は　　に亘つて多く断暦が牽りかつ揉めている。またごの露頭

困難ではない。　　　・、　　　　　　‘　　「　、、　　　の山体裏側の道路際では輝線凝次岩の蛇紋岩化した無数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の小転石が崖崩れをなして散乱しており，，この延長は小
　＊小林貞一・室谷保：手取統の菊石新産地・鯉質学難誌、56霧662号，

　　　　　　　　　　　　　　　　1950・　　　　沢断層しに合するo
　前田四郎・堀芳孝3編井縣下のユラ紀華石の新産地・鑛物と地質1
　　　　　　　　　　　　　・3借6号．1950．　　　，湛水区域中にかかる大断層が存在することは決して好、
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／

地し質調査所月報（第3巻第8号）

奪しいことでは凋いが，相当山体が厚㌧・ので果してどの

程度まで漏水の憂いがあるかについては，これを数字的

に確言することは不可能であるから，他に実例を求めて

・愼電な考慮をなし，対策を講ずべきである。

　e．水路経過地

　取水塔の計画位置は小沢断暦の南側にあつて，この断

暦幣と約30度で斜交しており，燧道掘進に際し相当の困

難を伴う。また同断暦の直ぐ北側に設けたとしても前述

の如く副断層が多くて揉めてお、り，また岩石が蛇紋岩化

しているQで施工は必ずしも容易ではない。岩質のみか

らいえば堰堤の直ぐ際に設けた方がよい魁これは勿論，

工費の関係も考慮せねぼならぬ。

　水路は中龍断暦および雲川断暦等を通過するが，

中龍断暦は中龍鉱山附近を通過する衝上断暦の延長

であるσ黒当戸部落の東方約1．2kmの県道附近で

し観察すると1県道に滑づては古生界ゐ赤褐色礫岩が

露出しているにも拘わらず，それより低位の河岸に

は中生界の礫質砂岩が分布しており，明らかに衝上

断暦であることがわかるが，その露頭は認められな

い・雲川断暦の露頭は雲川河岸に露出している粕｛，

数、十mに亘つゼ断暦帯が現われ，岩石が非常に揉

めて幼，就傾斜繭落ちになつている・水恥

　これらの断暦と交る地点は施工に関し》予め万全の，

用意をなすべきである。rまた中龍断屠の附近の中生

界は古生界kよつて抑えられていたので，圧力を受

け恐らく幾多の断暦が発蓬しているものと考えられ

　るが留意を要する。

　水路経過地の岩質については既述の通りで，特に脆弱

為岩質のものはないが沖生界の礫岩は前言己の如く拳大

～親指大の硬い玉石参膠結物中に散在し宅いるので，難

岩機の使用が難しく掘進潭は困難を伴づと思われる。

　虚．薬電所予定地．

　水槽，鉄管路および発電所の予定区域は地形的には好

適であるが，この附近は表土が相当厚いらしく∫かつ草木

が繁茂していて岩石の露頭は全く現われていない。しか

し県道齢よび河川流域等でみられる露頭や現地における

転石の分布黙況から推察して，地質図に示すよ5な岩質，

および構造であろ5と考えられる。すなわち鉄管路のや

や上部に相当大きな断暦が北西一南東方向に走つてい

て，かつ水槽附近は厚い石茨岩暦より成り，その上下は剥

理の発達した粘板岩より成るもののよ5であるhそして

’断暦附近の岩石は相当揉めているらしく思われる。工事

施行以前に一応穴掘りして表土の厚さ，岩質およびその

分布等を確認して，適当な施エ法を考える必要がある。

　　　　　　6．意　　　見
　堰堤予定位置はその岩種，』岩質，表土の厚ざ等種々の
　㌧　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　ノ

第3図　　小濯橋南端上方山地より堰堤予定地を望む

　　イ3笹庄川　ロ3縣　道　ハ3小澤篇

点から考えて，堰堤基礎として堅牢なもので挙り，相当

高い堰堤，例えぼ最初の計画通りの88m程度の高さで

も恐らく可能であろ5と考えられる。

　しかし既述の如く湛水区域内には大断暦が2條も走

り，，取水塔の位置に難点があり，水蹄経過地にも多くの

大断暦があり，また発電所附近の岩質等も良好ではな

く象それらの点に対しては充分の考慮を携い，対策をた

てねばなら樽。　　　　　　　（昭和26年9月調査）
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